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在日特権在日特権在日特権在日特権をををを許許許許さないさないさないさない市民市民市民市民のののの会 関西地区会 関西地区会 関西地区会 関西地区
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在日特権在日特権在日特権在日特権をををを許許許許さないさないさないさない市民市民市民市民のののの会会会会ではではではでは「「「「強制連行強制連行強制連行強制連行されたされたされたされた朝朝朝朝鮮鮮鮮鮮人人人人」」」」をををを探探探探していますしていますしていますしています

おおおお心当心当心当心当たりのたりのたりのたりの方方方方はははは是非是非是非是非ともごともごともごともご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。心心心心ばかりのばかりのばかりのばかりの謝礼謝礼謝礼謝礼もさせていただきますもさせていただきますもさせていただきますもさせていただきます。。。。

さて、枚方市人権政策室が2005年に実施した『人権課題に関する市民意識調査』の一つに「現在、日本に住んでいる

韓国･朝鮮人の多くは、かつての日本の植民地政策によって農地を奪われたりして、日本への渡航を余儀なくされたり、

あるいは戦争中に労働力として強制的に連れてこられ、差別を受けてきた人々やその子孫であることが多いといわれ

ています。あなたはこのような歴史的経過をご存じですか?」という設問が設けられておりました。

↓↓↓↓　しかししかししかししかし、「、「、「、「強制連行強制連行強制連行強制連行のののの神話神話神話神話」」」」のののの真相真相真相真相はははは昭和昭和昭和昭和３４３４３４３４年年年年のののの朝日新聞朝日新聞朝日新聞朝日新聞によってによってによってによって明明明明らかになっておりますらかになっておりますらかになっておりますらかになっております。。。。

 

在

日

朝

鮮

人

の

北

朝

鮮

帰

還

を

め

ぐ

っ

て

韓

国

側

な

ど

で

「

在

日

朝

鮮

人

の

大

半

は

戦

時

中

に

日

本

政

府

が

強

制

労

働

を

さ

せ

る

為

に

連

れ

て

来

た

も

の

で

、

今

で

は

不

要

に

な

っ

為

に

送

還

す

る

の

だ

」

と

の

趣

旨

の

中

傷

を

行

っ

て

い

る

の

に

対

し

、

外

務

省

は

こ

の

ほ

ど

「

在

日

朝

鮮

人

の

引

揚

に

関

す

る

い

き

さ

つ

」

に

つ

い

て

発

表

し

ま

し

た

。

　　

こ

れ

に

よ

れ

ば

在

日

朝

鮮

人

の

総

数

は

約

六

十

一

万

人

だ

が

、

こ

の

う

ち

戦

時

中

に

徴

用

労

務

者

と

し

て

日

本

に

来

た

者

は

二

百

四

十

五

人

に

す

ぎ

な

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

　

（

中

略

）

　　

ま

た

、

国

民

徴

用

令

は

日

本

内

地

で

は

昭

和

十

四

年

七

月

に

実

施

さ

れ

た

が

、

朝

鮮

へ

の

適

用

は

さ

し

ひ

か

え

昭

和

十

九

年

九

月

に

実

施

さ

れ

て

お

り

、

朝

鮮

人

徴

用

労

務

者

が

導

入

さ

れ

た

の

は

、

翌

年

三

月

の

下

関

・

釜

山

間

の

運

航

が

止

る

ま

で

の

わ

ず

か

七

ヶ

月

間

で

あ

っ

た

。

(

中

略

)

　

戦

時

中

に

来

日

し

た

労

務

者

、

復

員

軍

人

、

軍

属

な

ど

は

日

本

内

地

に

な

じ

み

が

薄

い

た

め

終

戦

後

、

残

留

し

た

者

は

ご

く

少

数

で

あ

る

。

　

現

在

、

登

録

さ

れ

て

い

る

在

日

朝

鮮

人

は

総

計

約

六

十

一

万

人

で

、

関

係

各

省

で

来

日

の

事

情

を

調

査

し

た

結

果

、

戦

時

中

に

徴

用

労

務

者

と

し

て

き

た

者

は

二

百

四

十

五

人

に

す

ぎ

ず

、

現

在

、

日

本

に

居

住

し

て

い

る

者

は

犯

罪

者

を

除

き

、

自

由

意

思

に

よ

っ

て

在

留

し

た

も

の

で

あ

る

。
(

引

用

終

り

)

　

そ

し

て

、

２

０

１

０

年

３

月

１

０

日

の

衆

議

院

外

務

委

員

会

で

も

高

市

早

苗

議

員

の

資

料

請

求

で

、
「

戦

時

中

の

徴

用

令

に

よ

っ

て

日

本

に

渡

航

し

、

昭

和

３

４

年

の

時

点

で

日

本

に

残

っ

て

い

た

朝

鮮

人

は

、

当

時

登

録

さ

れ

て

い

た

在

日

朝

鮮

人

約

６

１

万

人

の

う

ち

わ

ず

か

２

４

５

人

だ

っ

た

」

と

い

う

事

実

を

外

務

省

が

明

ら

か

に

し

ま

し

た

。

　

資

料

は

昭

和

三

十

四

年

七

月

十

三

日

付

で

、

二

百

四

十

五

人

に

つ

い

て

「

み

な

自

分

の

自

由

意

思

に

よ

っ

て

日

本

に

留

っ

た

者

、

又

は

日

本

生

ま

れ

だ

。

日

本

政

府

が

本

人

の

意

志

に

反

し

て

日

本

に

留

め

て

い

る

よ

う

な

朝

鮮

人

は

犯

罪

者

を

除

き

一

名

も

い

な

い

」

と

結

論

付

け

て

い

ま

す

。

　

余

談

で

は

あ

り

ま

す

が

日

本

と

韓

国

で

の

戦

後

処

理

は

１

９

６

５

年

の

「

日

韓

基

本

条

約

」

の

締

結

と

「

日

韓

請

求

権

並

び

に

経

済

協

力

協

定

」

に

よ

り

、

既

に

完

全

か

つ

最

終

的

に

解

決

し

て

い

ま

す

。

　　

こ

の

協

定

に

基

き

、

当

時

世

界

最

貧

国

の

一

つ

で

あ

っ

た

韓

国

に

対

し

、

無

償

金

３

億

ド

ル

、

有

償

金

２

億

ド

ル

、

民

間

借

款

３

億

ド

ル

の

合

計

８

億

ド

ル

(

現

代

の

価

値

で

約

２

兆

円

）

も

の

経

済

協

力

支

援

を

日

本

は

行

い

ま

し

た

。

　　

「「「「強制連行強制連行強制連行強制連行されたされたされたされた朝鮮人朝鮮人朝鮮人朝鮮人」」」」ににににピーンピーンピーンピーンときたらときたらときたらときたら在特会在特会在特会在特会へへへへ

　

ち

な

み

に

当

時

の

韓

国

の

国

家

予

算

は

3

億

５

千

万

ド

ル

、

日

本

の

外

貨

準

備

額

は

１

８

億

ド

ル

で

し

た

。

　

日

本

が

終

戦

で

朝

鮮

半

島

に

残

し

て

き

た

莫

大

な

資

産

は

、

在

外

財

産

調

査

会

が

１

９

４

７

年

頃

ま

と

め

た

「

賠

償

関

係

資

料

」

に

よ

る

と

、

軍

事

用

と

個

人

資

産

を

除

い

て

約

４

７

億

ド

ル

に

上

り

ま

す

。

　

G

H

Q

民

間

財

産

管

理

局

の

調

査

で

は

、

軍

事

用

資

産

を

除

き

、

北

朝

鮮

に

３

０

億

ド

ル

・

南

朝

鮮

に

２

３

億

ド

ル

で

す

。

　

正

し

い

事

実

が

日

本

に

広

が

っ

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。


